       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     地理的分野  地理の基礎知識「地図なんてこわくない！」

２．単元目標       (1)地球の大まかな自然の様子に触れ、地図の使い方を学ぶ

                   (2)地図や地球儀を使いながら、世界には地域や多くの国々があることを学ぶ

３．単元の指導観     社会科の学習を進めて行く上で、地図を自由に使い、また地球の自然や世界の国々の位置や地域を大まかにつかむことは、学びとりに不可欠な基礎基本である。地球の表現方法の一つである地球儀や地図を使うことで子供たちは陸と海の広さや形、山河、砂漠、国々の位置や大きさを調べながら地球や世界のイメージを豊かにすることができる。また彼らは日常の中から多くの国の名前を知っているが、国名と都市名、地域名などを混乱していることも多い。これらを整理することは、地域・国・都市の関係をつかむ上でも必要である。この単元で世界の様々な国と自然があることを学び、次の「人々のくらしと環境」の単元へつなげたい。

４．指導計画

時
活動内容
具体的な学習内容

１
「世界の自然」

地理の基礎学習①
・地図を使いながら、主な海洋・大陸・山河・砂漠の位置を調べ、プリントにまとめる。

２
「世界の地域と国々」

地理の基礎学習②
・班ごとに知っている国をあげ、地図を使いながら地域ごとに分類する。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解

  地図や地球儀に関心を持ち、世界の山河・砂漠や国々をすすんで調べようとする。
  地球上には自然がつくりだした、山河・砂漠などの地形と人為的に分けられた地域や国があることに気付く。
  地図や地球儀から様々な情報を読み取ることができる。
  世界の主な大陸・海洋・山河・砂漠、国々の名前と位置がわかる

社会科学習指導案
１．本時の目標       地図を使い大陸・海洋・山河・砂漠を調べてプリントにまとめることで、地球の自然の多様さを知り、地図の使い方になれる。

２．本時の指導観     地図は実に便利なものである。聞きなれない地名や国名に出会った時、すぐにそれを教えてくれる。また常にかたわらに置き、暇な時に眺めれば、手軽な世界旅行が楽しめる。地図帳を開くたびに、新しい発見がある。本時は世界の自然地理的な地形の名前や位置を調べながら地図帳で何がわかるのかということを知り、地図帳に親しむきっかけをつかんでほしい。

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入
・地球の表面の様子
・地球のスライドを見て、地球の表面の様子を観察する。

・陸と海との広さを比べ地図帳で調べる。
・地球の表面の色の違いや凸凹に注目させる。

・どこを見るべきか、のヒントを与える。

展開
・地図の使い方

・世界の自然
・統計を使い、世界一高い山や長い河を調べる。

・班をつくり地図帳を使い、指定された地形の名前と位置をプリントにまとめる。

・見つからない時には地図の索引を使って調べる。
・T1、T2が分担して各班をまわる。

・大西洋の位置について助言する。

・南極を描きこむように指導する。

まとめ

・地図帳の使い方を確認する。

・大陸・海洋などの位置を確認する。
・次回の予告をする。

４．本時の評価

関心・意欲・態度
世界の自然・地形をすすんで調べようとする。

資料活用の技能・表現
地図帳から情報を読みとることができる。

知識・理解
世界の主な自然・地形の位置と名前がわかる

社会科学習指導案
１．本時の目標       地図や地球儀を使い、世界には多くの国々があることを知り、地域ごとにプリントにまとめることで、地域・国の関係を理解する。

２．本時の指導観     子供たちは日常の中から世界の国の名前を比較的知っている。しかしそのことがそのままそれらの国がどこにあるか、どのくらいの広さかなどの知識につながっているわけではない。中には国名と地域名と都市名の混乱している生徒もいる。ともすれば表面的に「知っている」としがちな国々の知識を地図や地球儀で調べることにより高次なものへと変える基礎としたい。

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入
・知っている国をあげてみよう
・班に分かれて知っている国の名前を挙げ、カードに書く。（カード20枚）

・カードを黒板にはり、国名とそうでないものを区別し、同じ国は一つにする。


・国名とそれ以外のものを整理するよう促す。

展開
・世界の国々と地域
・世界の地域名をあげる

・黒板にでてきた国が世界のどこにあるのかを地図や地球儀を使いプリントにまとめる。


・世界の地域を確認する。



まとめ

・知っている国がある地域に偏っていることに気付く


４．本時の評価

関心・意欲・態度
世界の国をすすんで調べようとする。

資料活用の技能・表現
地図帳や地球儀から情報を読みとることができる。

知識・理解
世界の地域・主な国の位置と名前がわかる

自分たちの知っている国は世界のどの地域にあるのだろうか。





世界にはどんな自然や地形があるのだろうか。








